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近年，磁化プラズマ中の乱流現象ではマルチ

スケール結合 (大きさの異なる揺動同士の相互
作用)[1] や乱流偏在 (乱流揺動の空間非一様性
5.)[2]が重要な役割を担っていると認識されつ
つある．そのため，磁化プラズマ乱流の大域的

な性質を理解するためにはプラズマ全体を微

視的乱流のスケール(ジャイロ半径程度)程度の
空間分解能で観測することが必要である． 
	 現在，我々は直線磁化プラズマ装置PANTA 
において，乱流の大域的性質を観測することを

目的としてプラズマの3次元構造を観測するこ
とが可能なトモグラフィ計測を開発している. 
128チャンネルの計測視線を用いることでイオ
ンジャイロ半径ρi程度の分解能に達するトモグ
ラフィ計測器を製作し，プラズマ断面の2次元
空間構造を捉えることに成功している[3]．この
トモグラフィ計測を用いて孤立波の観測を行

ったところ，プラズマの定常構造が非対称性を

持つ場合に，孤立波の空間パターンが非対称な

定常構造と相互作用することで変形すること

が判明した．  
	 トモグラフィ計測で観測された平均的な構

造が示す非対称構造(等高線)と揺動の空間構造
(カラーコンター)を図1下に示す．この図から，
孤立波のパターン(カラーコンターの赤い部分)
は電子反磁性方向に回転しているが，そのパタ

ーンは回転とともに変形していることがわか

る．波面が平均的発光の非対称構造に近づく際

に構造が変化していることが予想される．この

関係を定量的に示すために非対称構造の重心

と揺動の重心との距離!〈𝑟$〉および揺動の平均

的な周方向波数〈𝑚〉の時間発展の比較を行った
ところ，これらの値に相関があることが示唆さ

れる結果が得られた (図１上)．本発表では非対
称構造と揺動の関係を定量的に評価するため

に導入した他の量も用いて非対称性がもたら

す揺動の変化について議論する． 
 

 
図 1 非対称構造と揺動の相互作用．カラーコン
ターは揺動の空間構造，等高線は平均的発光分布

の非対称構造を示す． 
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